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「今、何の病気が流行しているか！」 

(川崎市感染症発生動向調査事業－令和４年第２１週)の情報提供について 

市内の定点医療機関から提供された感染症の患者発生情報をもとに市民提供情報で

ある「今、何の病気が流行しているか！（令和４年第２１週）」を作成しましたのでお

知らせします。 

令和４年第２１週（令和４年５月２３日から令和４年５月２９日まで） 

第２１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血

性レンサ球菌咽頭炎 ３）突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は７．３５人と前週（６．４６人）から増加し、

例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．４１人と前週（０．２２人）

から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．３８人と前週（０．５７人）から横ばいで、

例年より低いレベルで推移しています。 

今週のトピックス 

“新型コロナワクチンの４回目接種が開始されました！”について取り上げました。

川崎市では、新型コロナウイルスに感染した場合の重症化予防を目的として、令和４年

５月２５日（水）から、対象者を限定して新型コロナワクチンの４回目接種を開始しまし

た。６０歳以上の方には、３回目接種の時期に応じて接種券が発送されますが、１８～５

９歳の方には、接種券の発行申請手続き案内が発送されます。１８～５９歳で基礎疾患を

有する方等対象の方は、御自身で接種券の発行申請が必要となりますので、手続きをお願

いいたします。 

高齢者の４回接種は、３回接種に比べ有効性が高いことを示す海外のデータもあります

ので、早めに接種を検討しましょう。 

川崎市感染症発生動向調査事業では、感染症のまん延の防止と市民の健康の保持に寄与するべく、市

内の定点医療機関（小児科定点３７施設、インフルエンザ定点６１施設、眼科定点９施設、基幹定点２

施設）等から報告された感染症発生状況をもとに集計を行い、市内の感染症の発生状況の正確な把握と

分析、市民や医療関係者への情報の提供を行っています。
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

令和４年５月２３日（月）～令和４年５月２９日（日）〔令和４年第２１週〕の感染症発生状況 

第２１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は７．３５人と前週（６．４６人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．４１人と前週（０．２２人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．３８人と前週（０．５７人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。


